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が執筆した“The Graduate Teaching Assistant（GTA）：Lessons from North American Experience.”「大学院生ティー
チング・アシスタント（GTA）－北米の経験からの教訓－」を検討する。本論文は，2014 年 9 月，シェリー・
フィールドが RIDLS 主催の講演会に登壇した際，北米の GTA 研究の動向を概観できる有益な資料として紹
介したもので，事実，多くの先行研究者が引用，参照する包括的なレビューとなっている。そこで本稿では，
パーク論文を解題することで，上の問いにアプローチすることとした。パーク論文の分析から明らかになっ
たのは，以下の 3 点である。①大学院生は，GTA として，「他者との関係構築」「研究と教育の時間配分」「知
識や経験の不足」「自分とは異なる多様な考えに開かれた姿勢を示すこと」でつまずく傾向にある。②GTA が
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This study aims to elucidate（1）the setbacks graduate students face as Graduate Teaching Assistants（GTAs）, 
（2）the mechanisms through which overcoming these setbacks is possible, and（3）the meaning of the GTA 
experience, particularly for graduate students specializing in subject education. To answer these questions, we 
consider Chris Park’s article “The Graduate Teaching Assistant（GTA）: Lessons from North American Experience.” 
－ 16 －
渡邉 巧・大坂 遊・草原 和博 
- 17 - 
 
This study was introduced by Sherry Field when she took the podium at the RIDLS lecture meeting as a beneficial 
reference that provides an overview of North American trends in GTA research. Indeed, it is a comprehensive review 
that has been quoted and consulted by many previous studies. Thus, for this study we decided to approach the above 
questions by reviewing Park’s article. The following three points became clear from this analysis. First, as GTAs, 
graduate students tend to suffer setbacks in terms of constructing relationships with others, allocating time between 
research and education, inadequate knowledge and experience, and demonstrating an open attitude toward diverse 
ideas that differ from their own. Second, it is none other than the GTA system itself that can overcome difficulties 
GTAs face. A GTA program for this purpose must offer opportunities for legitimate peripheral participation in a 
community of researchers and educators. Furthermore, there is need for coherent selection and preparation, training, 
and supervision and mentoring mechanisms. Third, the GTA experience is an opportunity for heightening not only 
capacities and abilities as educators（teacher trainers）, but capacities as researchers and educators（teachers in 
training）. For graduate students specializing in subject education（one in which the methodologies of educators 
and researchers are closely connected）, learning as a GTA can be expected to be effective. 
Key Words: Learning of Graduate Students, Graduate Teaching Assistant（GTA）, Curriculum and Instruction, 
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Graduate Teaching Assistant（GTA）：Lessons 
from North American Experience.”「大学院生テ
ィーチング・アシスタント（GTA）－北米の
経験からの教訓－」であった。  
刊行は 2004 年であり，Teaching in Higher 
Education の Vol.9，No.3 に所収されている－
以下，本論文をパーク論文または対象論文と
表現する。また大学院生による TA を，パー
ク論文にならって GTA と表記する－。  
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Ⅱ   対象論文と執筆者の紹介  
１．論文選定の個別的背景  
 学習システム促進研究センター（RIDLS）





ローズ（Elizabeth Bellows）を招聘した。  
両氏は，かつて在籍したテキサス大学オー
スチン校教育学部において，指導教員と指導













































大学を事例に検討した論文“The Donkey in the 
Department? Insights into the Graduate Teaching 
Assistant(GTA)experience in the UK（2002）“は，
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また，GTA にとって重要な能力を 26 に整理
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としても新参者であり，曖昧な地位に置かれ   
た GTA にとって，周囲と適切な関係を築けな
いと，ストレスの源となりうる。このことは，
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3．学部生を指導するための GTA の雇用は，以下の点を含む様々な利益をもたらす：  
 ・研究者が指導する負担を減らし，研究する時間を増加させる。  
 ・研究者としての大学院生の，安定的で持続的な財政的支援になる。  
 ・GTA にとって関連のある指導の経験をもたらす。  











（GTA の）選定と養成  
7．GTA 選定のプロセスは…：  
 ・公平で，透明性が高く，首尾一貫して適用されるべきである。  
 ・GTA の効果とそれに伴う学生の学びに影響をおよぼす。  
8．GTA を選定する際の基準は…：  
 ・GTA が果たすことを期待されている業務に適合しているべきである。  
 ・科目に関する知識と事前のトレーニングや指導経験（の有無や程度）を含むべきである。  
 ・非母語話者の言語運用能力を含むべきである。  
9．GTA に期待される諸能力が定義され，それが GTA 選定プロセスの一部に含まれるべきであ
る。  
10．GTA の養成プログラムは，以下の点に配慮して周到に設計されなければならない：  
 ・職務としての GTA の養成において，大きな支援となりえること。  
 ・強制的で，報酬を伴わない要素が含まれるおそれがあること。  
 ・方向づけ（orientation），導入（ induction），同化（assimilation）を含む多段階的なプロセスであ
ること。  
 ・外国籍の GTA の自信が有意に高まり，それに伴い潜在的な効果も高まる可能性があること。 






13．GTA のトレーニングプログラムは，以下に点に配慮して周到に設計されなければならない：  
 ・教えるものと教えられるもの双方にとっての学習経験を強化すること。  
 ・汎用的な要素と科目固有の要素の両方を含むこと。  
・アクティブラーニングの方略，構成主義的な学習方略，社会的相互作用を促すようなアクティ
ビティ，動機付けの方略を含むべきであること。  
表２ 北米の経験から引き出された教訓のまとめ  
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 ・形成的評価と総括的評価の両方を含むべきであること。  
 ・適切なニーズの評価プロセスにもとづいて形づくられるべきであること。  
 ・言語の違いや文化的な多様性や感受性を持つ外国籍の GTA に特別な用意をしておくこと。  
 ・公式のトレーニングプログラムだけではなく，現在行われている活動や機会にも関わるべきで
あること。  
 ・適応と改善を通じて，時間をかけて徐々に進めていくべきであること。  
14．経験豊かな教員は，トレーニングされる GTA にとって，きわめて大きな影響力を及ぼすロー
ルモデルとなりうること。  
15．ピア・メンタリングは，GTA のトレーニング過程で大きな支援となりうること。  
 
指導助言とメンタリング  
16．GTA の指導・助言者は…：  
 ・伝統的にコースのリーダーである。  
 ・適切な支援を受け，勇気づけられるべきである。  
 ・定期的に他の GTA と交流するべきである。  
 ・指導助言は，上から目線のスタイルよりも，同僚的な関係であるべきである。  
17．ピア・メンタリングは，GTA に有益な支援や助言を提供する可能性がある。  
 




必要があり，この要素は GTA のトレーニングの一部に含まれるべきである。  
20．GTA の前に立ちはだかる多くの葛藤は，コミュニケーションの問題に関わるものであり，この
要素は GTA のトレーニングの一部に含まれるべきである。  
21．外国籍の GTA にとって，コミュニケーションの問題は，とりわけ重要である。  
22．GTA のために，教育と研究の適切なバランスに留意しなければならない。  
 










職能開発上の問題（Professional development issues）  
27．GTA の経験は，大学教員志望者にとって有益な準備となりうる。  
28．研究に従事する大学院生として質の高い指導助言を行うことは，選択肢の１つとしてアカデミ





31．GTA の労働組合化は，GTA と彼らの雇用者との関係を変化させる。  
（クリス・パーク論文より筆者らが引用・翻訳。原文中では，Table 1 となっている。） 
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論叢』第 48 集，pp.77-86。  
3） Teaching in Higher Education 誌の編集代表
者５人のうち４人は英国関係者，編集委員
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巻第 1 号，pp.63-74。  
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本論文は， Theory and Research for Developing Learning 
Systems，Vol.1 所収の英語論文“Graduate Teaching Assistant 
Work as a Learning System and its Significance”の日本語訳
論文である。  
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